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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第160期
第１四半期
連結累計期間

第161期
第１四半期
連結累計期間

第160期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 1,293,960 1,168,169 4,572,119

経常利益又は経常損失(△) (千円) 5,950 △16,889 56,741

四半期純損失(△)又は当期純利
益

(千円) △3,114 △24,966 124,122

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △14,585 △66,343 148,915

純資産額 (千円) 2,212,225 2,213,270 2,298,126

総資産額 (千円) 5,203,203 4,843,657 4,900,054

１株当たり四半期純損失金額
(△)又は当期純利益金額

(円) △0.41 △3.50 16.98

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.4 44.5 45.8

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第160期は潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。第160期第１四半期連結累計期間及び第161期第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純

損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

　

当第１四半期連結累計期間において、当社の子会社「SOKO SEIREN MEXICANA,S.A.DE C.V.」をメキシコ

に新規設立したため、連結の範囲に含めております。

この結果、平成25年６月30日現在で当社グループは、当社、子会社５社、関連会社１社により構成されるこ

ととなりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策への期待から円高是正、株価上

昇等で景況感が緩やかに上向き、輸出型企業の業績回復、一部消費活動による改善が見られるものの、そ

の持続的回復については、先行きの不透明感が続いております。

当繊維業界におきましても、国内外の大きな事業環境の変化、海外生産拠点の展開・拡大、企業間競争

の激化、エネルギーコストの増大等により、依然として厳しい環境にあります。

このような状況のもと、当社グループは、思い切った生産効率の合理化を実施すると同時に車輌シート

材の生産を目的とした海外生産拠点を立ち上げる事を最重点において経営体質の強化に邁進しておりま

す。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は11億68百万円(前年同四半期比9.7％減)、経常損失は

16百万円(前年同四半期は５百万円の利益)、四半期純損失は24百万円(前年同四半期は３百万円の損失)

となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　繊維事業

衣料用途においては、得意とする高次加工商品は堅調に推移しましたが、国内需要の変化、停滞等が

続く中、総じて減少となりました。また、資材用途においては、車輌資材関連が減少となった一方で、高

機能繊維商品関連は、前年並みに推移しました。

以上の結果、繊維事業全体における売上高は10億88百万円（前年同四半期比10.9％減）、営業損失は

65百万円（前年同四半期は31百万円の損失）となりました。

②　その他

機械製造・修理事業においては、売上減少となりましたが、内装業においては、売上増加がありまし

た。

以上の結果、その他における売上高は79百万円(前年同四半期比10.7％増)、営業利益は8百万円（前

年同四半期比20.3％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ56百万円減少し、48億43百万円となり

ました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加75百万円、現金及び預金の減少49百万円、投資有価証券の

時価評価による減少61百万円等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ28百万円増加し、26億30百万円となりました。主な要因は、支払手形及

び買掛金の増加１億１百万円、長期借入金の減少60百万円等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ84百万円減少し、22億13百万円となりました。主な要因は、配当金の

支払によるものであります。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における、グループ全体の研究開発費の総額は3,462千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,140,078 7,140,078
東京証券取引所　
（市場第二部）

単元株式数は　　　　　　　　1,000株
であります。

計 7,140,078 7,140,078― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ― 7,140,078 ― 506,000 ― 130,686

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式　　  9,000

― 単元株式数1,000株

(相互保有株式)
普通株式　　 11,000

― 同上

完全議決権株式(その他) 普通株式　7,078,000 7,078 同上

単元未満株式 普通株式　　 42,078 ― 単元株式数(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,140,078 ― ―

総株主の議決権 ― 7,078 ―

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には,証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれ

ております。

     ２ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することがすることができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載をして

おります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
倉庫精練株式会社

石川県金沢市玉鉾４－111 9,000 ― 9,000 0.12

(相互保有株式)
株式会社キョクソー

石川県白山市八田町29 11,000 ― 11,000 0.15

計 ― 20,000 ― 20,000 0.28

(注)　当第１四半期連結会計期間末における自己保有株式は9,983株であります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 793,551 744,428

受取手形及び売掛金 ※1
 1,152,155

※1
 1,227,476

商品及び製品 321,616 305,732

仕掛品 177,629 202,280

原材料及び貯蔵品 186,199 221,788

繰延税金資産 3,769 3,575

その他 58,545 38,444

貸倒引当金 △2,373 △1,767

流動資産合計 2,691,094 2,741,958

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 966,735 947,818

機械装置及び運搬具（純額） 232,288 209,423

その他（純額） 233,699 232,832

有形固定資産合計 1,432,723 1,390,074

無形固定資産 4,500 4,097

投資その他の資産

投資有価証券 687,224 625,462

その他 90,252 87,805

貸倒引当金 △5,741 △5,741

投資その他の資産合計 771,736 707,526

固定資産合計 2,208,960 2,101,698

資産合計 4,900,054 4,843,657

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 811,281

※1
 912,300

1年内返済予定の長期借入金 231,236 237,236

未払法人税等 15,727 8,920

賞与引当金 7,954 7,822

その他 222,701 242,784

流動負債合計 1,288,900 1,409,064

固定負債

長期借入金 510,833 450,524

退職給付引当金 494,615 485,834

役員退職慰労引当金 21,324 22,447

負ののれん 7,111 6,882

資産除去債務 93,930 93,930

その他 185,213 161,703

固定負債合計 1,313,027 1,221,321

負債合計 2,601,928 2,630,386
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 506,000 506,000

資本剰余金 130,686 130,686

利益剰余金 1,418,123 1,375,331

自己株式 △1,740 △1,857

株主資本合計 2,053,069 2,010,160

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 188,974 147,050

その他の包括利益累計額合計 188,974 147,050

少数株主持分 56,082 56,059

純資産合計 2,298,126 2,213,270

負債純資産合計 4,900,054 4,843,657
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 1,293,960 1,168,169

売上原価 1,171,033 1,104,027

売上総利益 122,926 64,142

販売費及び一般管理費 139,834 117,131

営業損失（△） △16,907 △52,988

営業外収益

受取利息 39 14

受取配当金 5,620 4,558

受取賃貸料 22,809 22,854

持分法による投資利益 － 3,082

為替差益 － 10,922

その他 5,624 4,820

営業外収益合計 34,093 46,253

営業外費用

支払利息 2,671 2,741

賃貸費用 6,048 5,607

持分法による投資損失 699 －

その他 1,815 1,805

営業外費用合計 11,234 10,154

経常利益又は経常損失（△） 5,950 △16,889

特別利益

固定資産売却益 129 －

特別利益合計 129 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

6,080 △16,889

法人税等 8,444 7,541

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,363 △24,430

少数株主利益 750 535

四半期純損失（△） △3,114 △24,966
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,363 △24,430

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △12,222 △41,912

その他の包括利益合計 △12,222 △41,912

四半期包括利益 △14,585 △66,343

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △15,331 △66,889

少数株主に係る四半期包括利益 746 546
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

 連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、メキシコに新たに設立した海外子会社 SOKO SEIREN MEXICANA,S.A.DE C.V.

を連結の範囲に含めております。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計

算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定実効税率を使

用して計算した金額を計上しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日）

受取手形 42,820千円 25,377千円

支払手形 110,184  〃 98,028  〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)及び負ののれんの償却

額は、次のとおりであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 54,454千円 43,703千円

負ののれんの償却額 229　〃 229　〃
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 19,590 2.5平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成24年５月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式を消却することを決議し、平成24

年５月16日付で普通株式2,467,711株(272,349千円)を消却しました。この結果、当第１四半期連結累計

期間において利益剰余金及び自己株式がそれぞれ減少しております。

また、平成24年５月29日開催の取締役会決議に基づき、自己株式を取得することを決議し、当第１四

半期連結累計期間において普通株式117,000株(14,902千円)を取得しました。

なお、当第１四半期連結会計期間末における自己株式の残高は15,198千円となっております。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月28日
定時株主総会

普通株式 17,825 2.5平成25年３月31日 平成25年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント その他 合計 調整額
四半期連結損益計
算書計上額

繊維事業 (注)1 　 （注）2 （注）3

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,221,72572,2351,293,960 ― 1,293,960

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 25,673 25,673 △25,673 ―

計 1,221,72597,9081,319,634△25,673 1,293,960

セグメント利益又は損失(△) △31,063 10,605 △20,457 3,549 △16,907

(注) 1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種機械の製造販売業及び内装業等

を含んでおります。

 2 セグメント利益又は損失の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

 3 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント その他 合計 調整額
四半期連結損益計
算書計上額

繊維事業 (注)1 　 （注）2 （注）3

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,088,21779,9521,168,169 ― 1,168,169

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 6,769 6,769 △6,769 ―

計 1,088,21786,7221,174,939△6,769 1,168,169

セグメント利益又は損失(△) △65,250 8,454 △56,795 3,806 △52,988

(注) 1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種機械の製造販売業及び内装業等

を含んでおります。

 2 セグメント利益又は損失の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

 3 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △0円41銭 △3円50銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額（△）(千円) △3,114 △24,966

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額（△）(千円) △3,114 △24,966

    普通株式の期中平均株式数(千株) 7,665 7,125

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計

期間が、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月13日

倉庫精練株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小 酒 井  雄 三  　 　 印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    安　藤　眞　弘    　　 印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている倉庫
精練株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、倉庫精練株式会社及び連結子会社の平成25年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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